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【自己中心性が対人関係を悪化】 【"•貫性のない子育て環境で成長】 【患者役割に不適応】 【・傷や他害で感情表
出】 【自傷や他害を回避できるようケア】 【行動の振り返りで教育】 【症状や行動のパターンを考慮】 【精神症状 
と自閉症スぺクトラム障害の特性の境界が不明I [手ごたえのない患者の反応】 【先例のない看護を試行錯誤】 
【患者の味方であることを主張】 【辛抱強く念入りにケア】 【社舎参加に向けて出会いを誘導】 【障害にとらわれ 
ずに看護】の比のカテゴリーが抽出された。
4 . 考察
自閉症スペクトラム障害をもつ精神疾患患者は、 【社会性のなさで孤立】し、 【自己中心性が対人関係を悪化I さ 
せ て い た 。それは、 【一貫性のない子育て環境で成長】してきたことも理由の一つとしてあると考えられている。 
それらのことから、入院生活では【患者役割に不適応】を起こし、 [自傷や他害で感情表出】をしているようであ 
った。 ・閉症スぺクトラム障害をもつ精神疾患患者の看謡に携わる看護師は、 【自傷や他害を回避できるようケ 
ア】をし、 [行動の振り返りで教育】し、 【症状や行動のパターンを考慮】するが、自閉症スペクトラム障害をも 
つ精神疾患患者の特徴を考えると、入院している患者は精神疾患による【精神症状と自閉症スぺクトラム障害の 
特性の境界が不明】であること、 【手ごたえのない患者の反応】があることで【先例のない看護を試行錯誤】して 
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